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『

藤

原

長

能

集

』

の

諸

本

と

伝

来

ー
東
京
大
学
蔵
本
を
中
心
と
し
て
!

(
キ
ー
ワ
ー
ド
・
・
藤
原
長
能
集

序

駿
河
文
庫

『
長
能
集
』
に
は
、
雑
纂
本
と
精
撰
本
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
雑
纂
本
は
藤
原
長
能
の
自
撰
、
精
撰

本
は
他
撰
と
言
わ
れ
る
。
近
時
、
仁
尾
雅
信
氏
に
よ
り
、
「
翻
刻
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
『
藤
原
長
能
集
』
」
と

し
て
、
そ
の
自
撰
本
系
統
の
本
と
見
な
さ
れ
る
東
京
大
学
蔵
本
が
翻
刻
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
本
を

軸
に
し
て
、
諸
本
を
整
理
し
、
そ
の
伝
来
形
成
過
程
に
つ
い
て
、
私
考
を
述
べ
て
み
た
い
。

な
お
、
取
り
あ
げ
た
諸
本
に
つ
い
て
は
、
特
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
は
、
以
下
、
次
の
略
号
を

用
い
て
指
摘
す
る
。

1 

諸
本
名
・
所
蔵
番
号
な
ど

宮
内
庁
書
陵
部
乙
本
(
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
)
、
一
五

O
ー
七
二
八

宮
内
庁
書
陵
部
甲
本
(
行
戸
本
)
、
一
五

O
i
七
二
九

某
家
蔵
永
正
奥
書
本

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
本
、
中
古
一
一
・
一
・
六
・
七

島
原
図
書
館
松
平
文
庫
本
、
二
二
五
ー
一
八

彰
考
館
蔵
乙
本
(
寛
永
廿
一
年
奥
書
本
)
、
巳
五

l
O
六
九
一
九

山
口
県
立
図
書
館
本
、
一
一
七

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
本
(
林
家
旧
蔵
本
)

三
手
文
庫
本
、
申
・
二
二
五

本
居
記
念
館
本
(
幻

1
6
1
2

国
文
研
マ
イ
ク
ロ
)

静
嘉
堂
文
庫
本
(
群
書
類
従
本
)
、
三

O
三
l

一
了
一
九
六
四
一

彰
考
館
蔵
甲
本
、
巳
八
ー

O
七
O
三
四

国
立
国
会
図
書
館
本
、
一
九
九
ー
二
六
七

宮
内
庁
書
陵
部
本
(
正
安
元
年
奥
書
本
)
、
五

O
一
i

四
O

宮
内
庁
書
陵
部
本
(
谷
森
本
)
、
谷
ー
二
二

O

2 3 4 5 6 7 8 9 15 14 13 12 11 10 

『
藤
原
長
能
集
』
の
諸
本
と
伝
来

東
京
大
学
蔵
本
を
中
心
と
し
て
|

彰松東永宮宮略
乙 甲乙号
山三林彰静本

甲
国谷宮

松

行
罪
筆
写
本

家
隆
筆
写
本

猪
苗
代
氏
本
)

21 20 19 18 17 16 

神
宮
文
庫
本
、
(
三
)
一
三
四

O

高
知
県
立
図
書
館
甲
本
、
国
文
学
E
P
2

高
知
県
立
図
書
館
乙
本
、
国
文
学
E
P
2

今
治
市
河
野
美
術
館
本
、
三
四
六
ー
八
三
九

龍
谷
大
学
本
、

O
二
二
・
五
九
一
・
因
。

京
都
女
子
大
学
附
属
図
書
館
本
(
吉
川
文
庫
本
)
、
J

門司
C
H
H
l
N
C
宅

東
京
大
学
蔵
『
藤
原
長
能
集
』
奥
書
に
つ
い
て

東
京
大
学
蔵
『
長
能
集
』

に
な
る
。

原

義

吉龍河土土神
乙甲

の
識
語
、
奥
書
を
、
他
の
諸
本
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
次
の
よ
う

ナ
カ
ヨ
シ
此
集
/
守
ニ
モ
カ
ク
シ
テ
な
か
よ
し
と
よ
め
り
高
ヨ
シ
ノ
訓
可
然
欺

ナ
ガ
タ
フ
作
者
部
類

藤
原
長
能

惟
岳
者
高
経
朝
臣
男
中
納
言
長
良
卿
孫
也

讃
岐
権
介
惟
岳
孫

正

四

位

下

ト

モ

ヤ

ス

伊
勢
守
倫
寧

二
男

訴
人
後
拾
遺
旅
/
部
閉
凶

円

融

左

イ

t

天
元
五
年
十
月
十
八
日
任
右
近
将
監
宕
イ

同

永
観
元
年
二
月
五
日
空
八
月
十
二
日

任
左
近
将
監
同
二
年
二
月
廿
七
日

補
蔵
人
対
六
花
山
寛
和
二
年
月
日

(
一
二
丁
表
)

兼
近
江
少
嫁

任
図
書
頭

同一

正永条
暦延

年年
四八
月月
廿廿
六九
日日

行
数
5 6 7 8 9 11 10 1 2 



松

義

原

任
上
総
介

叙
従
五
位
上

任
伊
勢
守

同

治晴才

里皇室

年亙
lL 正
月円

共t
日目

4 3 5 

(
一
二
丁
裏
)

【
東
】
(
勘
物
)

l

ナ
シ
(
神
)
・
(
本
)
た
だ
し
、
「
元
和
奥
書
」
の
後
に
「
定
家
助
物
」
が
あ
る
。
(
宮
乙
)
(
宮
)
(
谷
)

任
伊
賀
守
(
永
)
(
松
)
(
彰
乙
)
(
山
)
(
三
)
(
宮
甲
)
(
林
)

(
以
下
の
奥
書
は
す
べ
て
朱
書
)

任
伊
勢
守
ー

奥
書
云
右
此
一
帖
以
行
手
自
筆
之
正
本
写
之
畢

子
時
寓
治
元
年
九
月
八
日
文
書
武
州
江
戸
目

【
東
】
奥
書
云
右
此
一
帖
以
行
手
自
筆
之
正
本
写
之
畢
子
時
寓
治
元
年
九
月
八
日

武
州
江
戸
田
l

ナ
シ
(
神
)
(
河
)
(
土
甲
)
(
土
乙
)
(
松
)
(
静
)
(
彰
甲
)
(
龍
)
(
山
)
(
三
)

(
吉
)
(
国
)
(
本
)
(
宮
乙
)
(
宮
)
(
谷
)
(
林
)
|
此
家
集
行
手
也
、
芳
翰
也
、
亜
棟
藤
高

(
宮
甲
)
|
本
日
以
行
手
卿
真
跡
書
写
一
校
了
以
右
之
奥
書
本
書
写
之
一
校
畢
可
為
正
本

者
也
永
正
七
庚
午
夏
一
校
了
(
永
)
|
右
長
能
集
者
希
有
之
物
也
、
今
幸
而
世
尊
寺
行
手
書

蹟
本
有
之
、
故
筆
之
鳥
跡
不
顧
他
噺
弄
者
也
、
惟
望
耕
漁
之
暇
市
己
寛
永
廿
一
暦
二
月
望
日

瑞
元
(
彰
乙
)

1 2 3 

文細書

本
云
右
藤
原
長
能
集
者
或
人
本
令
書
写
畢
少
々
有
不
審

事
等
重
以
他
本
可
考
之
而
己

【
東
】
本
云
右
藤
原
長
能
集
者
或
人
本
令
書
写
畢
少
々
有
不
審
事
等
重
以
他
本
可
考
之
而
己
ー

右
藤
原
長
能
集
者
或
人
本
令
書
写
詑
少
々
有
不
審
事
等
重
テ
以
他
本
可
考
之
而
己
(
宮

乙
)

l

本
云
右
藤
原
長
能
集
者
或
人
本
令
書
写
詑
少
々
有
不
審
事
等
重
以
他
本
可
考
之

市
己
(
神
)
|
右
藤
原
長
能
集
以
古
写
一
本
校
合
(
静
)

l

ナ
シ
(
河
)
(
土
甲
)
(
土

乙
)
(
松
)
(
彰
甲
)
(
彰
乙
)
(
龍
)
(
山
)
(
三
)
(
士
口
)
(
国
)
(
宮
甲
)
(
宮
)
(
谷
)

(
林
)

4 5 

元
和
六
年
九
月
中
八
侍
従
藤
判

【
東
】
元
和
六
年
九
月
中
八
侍
従
藤
判
|
ナ
シ
(
河
)
(
土
甲
)
(
土
乙
)
(
松
)
(
静
)
(
彰
甲
)

(
彰
乙
)
(
龍
)
(
山
)
(
一
二
)
(
吉
)
(
国
)
(
宮
甲
)
(
宮
)
(
谷
)
(
林
)

6 

寛
文
五
年
巳
五
月
七
日
於
駿
府
御
城
内
本
の
こ
と
く
う
つ
し
畢

7 

但
正
本
依
虫
喰
落
字
不
審
繁
多
也
可
謂
不
分
明
乃
己

【
東
】
寛
文
五
年
巳
五
月
七
日
於
駿
府
御
城
内
本
の
こ
と
く
う
つ
し
畢
但
正
本
依
虫
喰
落
字

不
審
繁
多
也
可
謂
不
分
明
乃
己
ー
一
本
奥
書
云
寛
文
五
年
巳
五
月
七
日
於
駿
府
御
城

内
本
の
こ
と
く
う
つ
し
畢
但
正
本
依
虫
喰
落
字
等
不
審
繁
多
也
可
謂
不
分
明
乃
己

(神
)

i

ナ
シ
(
松
)
(
静
)
(
彰
甲
)
(
彰
乙
)
(
山
)
(
三
)
(
国
)
(
本
)
(
宮
乙
)
(
宮

甲
)
(
宮
)
(
谷
)
(
林
)

8 

寛
政
七
年
正
月
廿
九
日
以
猪
苗
代
氏
本
校
合
畢

賀
茂
季
鷹

9 10 

(
二
二
丁
表
)

【
東
】
寛
政
七
年
正
月
廿
九
日
以
猪
苗
代
氏
本
校
合
畢
賀
茂
季
鷹
ー
ナ
シ
(
神
)
(
土
甲
)

(
土
乙
)
(
河
)
(
松
)
(
静
)
(
彰
甲
)
(
彰
乙
)
(
山
)
(
三
)
(
吉
)
(
国
)
(
本
)

(
宮
乙
)
(
宮
甲
)
(
宮
)
(
谷
)
(
林
)

(
以
下
東
京
大
学
蔵
本
に
無
し
。
神
宮
文
庫
本
を
底
本
と
す
る
)

以
下
補
寄
成
章
本
其
本
云
以

家
隆
卿
自
筆
本
写
云
々

毎
寄
二
行
書

1 2 3 

(
二
七
丁
裏
頭
注
)

【
神
〕
以
下
補
寄
成
章
本
其
本
云
以
家
隆
卿
自
筆
本
写
云
々
毎
寄
二
行
書
ー
ナ
シ
(
宮
乙
)
(
宮

甲
)
(
東
)
(
松
)
(
彰
甲
)
(
山
)
(
一
一
一
)
(
国
)
(
林
)
(
彰
乙
)
(
山
)

(
法
華
廿
八
品
和
歌
。
た
だ
し

【
神
】
(
法
華
廿
八
品
和
歌
)

乙
)
(
宮
甲
)
(
林
)

一
首
、
本
歌
を
欠
く
)(
1
二
九
丁
裏
)

ー
ナ
シ
(
松
)
(
彰
甲
)
(
彰
乙
)
(
山
)
(
三
)
(
国
)
(
本
)
(
宮

(
作
者
部
類
欠
く
)

【
神
】
ナ
シ
ー
作
者
部
類
云
藤
長
能
伊
勢
守
倫
寧
男
寛
弘
六
年
任
伊
賀
守
拾
遺
七

後
拾
遺
廿
詞
花
二
千
載
七
ノ
新
古
今
四
新
勅
撰
一
続
古
一
続
後
拾
一
風

雅
一
新
千
二
新
拾
一
新
後
拾
一
新
続
古
二
(
土
甲
)
(
河
)
(
龍
)
(
吉
)



以
上
の
奥
書
の
対
校
に
よ
れ
ば
、
『
藤
原
長
能
集
』
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
分
類
が
で
き
る
。

併
せ
て
、
各
歌
集
に
お
け
る
歌
数
を
も
付
記
し
た
。

第
一
系
統
行
手
筆
写
本
系
統

第
一
類
定
家
識
語
不
載
本
元
和
奥
書

1

宮
内
庁
書
陵
部
乙
甲
本
(
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
)

第
二
類
任
伊
賀
守
識
語
本

2

某
家
蔵
永
正
奥
書
本

3

宮
内
庁
書
陵
部
甲
本
(
行
手
本
)

4

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
本

5

島
原
図
書
館
松
平
文
庫
本
二
十
一
代
集
入
集
歌
付
載
本

6

彰
考
館
蔵
乙
本
(
寛
永
廿
一
年
奥
書
本
)

7

山
口
県
立
図
書
館
本

8

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
本
(
林
家
旧
蔵
本
)

9

三
手
文
庫
本

第
三
類
任
伊
勢
守
識
語
本

山
本
居
記
念
館
本

日
静
嘉
堂
文
庫
本
(
群
書
類
従
本
)

ロ
彰
考
館
蔵
甲
本

日
国
立
国
会
図
書
館
本

(
家
隆
自
筆
本
関
係
の
奥
書
を
欠
く
)

【
神
〕
ナ
シ
ー
以
家
隆
自
筆
本
白
書
様
始
不
違
一
字
書
写
し
畢

(
宮
)
(
谷
)

天
明
四
年
甲
辰
八
月
吉
旦
奉
納

皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽

京
都
勤
思
堂
村
井
古
巌
敬
義
許

(
墨
印
)

{
神
】
同
右
ー
諸
本
無
し
。

二
十
一
代
集
入
集
歌
付
載
本

『
藤
原
長
能
集
』
の
諸
本
と
伝
来
|
東
京
大
学
蔵
本
を
中
心
と
し
て 校

了

正
安
元
年
七
月
日

一
二
六
首

一
四
六
首

一
四
七
首

一
四
五
首

一
四
七
首
と
二
四
首

一
四
七
首

一
四
五
首

一
四
七
首

一
四
五
首

一
四
七
首

一
四
八
首

一
四
七
首

一
四
七
首
と
二
二
首

第
二
系
統
家
隆
筆
写
本
系
統

1

宮
内
庁
書
陵
部
本
(
正
安
元
年
奥
書
本
)

2

宮
内
庁
書
陵
部
本
(
谷
森
本
)

第
三
系
統
合
綴
本
系
統
寛
文
奥
書

第
一
類
成
章
本
合
綴
本

1

神
宮
文
庫
本

2

高
知
県
立
図
書
館
甲
本

3

高
知
県
立
図
書
館
乙
本

第
二
類
作
者
部
類
付
加
本

今
治
市
河
野
美
術
館
本

龍
谷
大
学
本

京
都
女
子
大
学
附
属
図
書
館
本
(
吉
川
文
庫
本
)

1 2 3 

東
京
大
学
蔵
『
長
能
集
』

の
伝
来

次
に
、
先
に
あ
げ
た
東
京
大
学
蔵
『
長
能
集
』
の
奥
書
か
ら
、

て
み
た
い
。

そ
の
伝
来
の
状
況
を
推
察
し

賀
茂
季
鷹
と
猪
苗
代
氏

東
京
大
学
蔵
『
藤
原
長
能
集
』
に
よ
れ
ば
、
「
寛
政
七
年
正
月
廿
九
日
以
猪
苗
代
氏
本
校
合
畢

賀
茂
季
鷹
」
と
す
る
奥
書
が
見
え
る
。
ま
ず
こ
の
奥
書
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
み
た
い
。

さ
て
、
寛
政
七
年
(
一
七
九
五
)
正
月
廿
九
日
、
賀
茂
季
鷹
(
一
七
五
一

i
一
八
四
二
)
は
、

猪
苗
代
氏
本
で
『
長
能
集
』
を
校
合
し
た
。
季
鷹
は
、
上
賀
茂
社
の
社
務
に
従
事
し
、
正
四
位

下
阿
波
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
物
で
、
別
荘
に
、
雲
錦
亭
、
歌
仙
堂
を
営
み
、
和
漢
の
書
数
千
巻

を
収
め
る
文
庫
を
建
て
、
世
に
知
ら
れ
た
と
い
う
。
彼
は
、
十
九
歳
の
秋
、
江
戸
に
赴
き
、
歌

と
書
を
諸
侯
な
ど
に
教
え
、
歌
人
・
文
人
と
交
わ
り
、
三
十
八
歳
の
春
、
賀
茂
に
帰
っ
て
い
る
。

こ
の
『
長
能
集
』
を
書
写
し
た
の
は
、
季
鷹
四
十
五
歳
ご
ろ
の
こ
と
と
見
な
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
猪
苗
代
氏
が
誰
で
あ
っ
た
か
を
確
認
で
き
な
い
が
、
『
伊
達
治
家
記
録
』
に
よ
れ

ば
、
こ
の
寛
延
二
年
(
一
七
四
九
)
五
月
十
日
、
猪
苗
代
兼
恵
(
兼
竹
)
は
、
伊
達
宗
村
か
ら

「
家
業
ニ
非
ザ
ル
事
務
深
切
公
事
ニ
便
ア
ル
」
功
に
よ
っ
て
、
金
百
両
を
晩
年
に
賜
っ
て
い
る
。

寛
延
元
年
に
渡
辺
玄
徳
第
三
男
を
養
子
と
す
る
許
可
願
を
出
し
、
そ
れ
が
同
年
十
二
月
に
許
可

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
実
質
的
な
兼
恵
の
引
退
を
意
味
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
、
同
三
年



松

義

原

六
月
二
十
三
日
に
病
死
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
養
子
に
つ
い
て
、
次
の
記
事
が
見
え
る
。

是
ニ
於
イ
テ
、
濃
州
伊
尾
南
方
邑
医
師
法
橋
渡
辺
玄
徳
第
三
男
ヲ
養
ヒ
、
(
是
ヲ
マ
ズ
近
衛

家
近
臣
吉
村
左
仲
興
仲
ノ
養
子
卜
為
シ
、
再
ビ
猪
苗
代
家
ヲ
続
ク
)
、
女
ニ
配
シ
、
嗣
ト
為

ス
、
之
ヲ
兼
詰
ト
称
ス
、
息
鷲
斎
ト
号
ス
。

お
そ
ら
く
、
寛
政
七
年
当
時
の
猪
苗
代
氏
と
は
、
こ
の
兼
誼
も
し
く
は
、
そ
の
息
駕
斎
あ
た

り
で
あ
ろ
う
。
猪
苗
代
家
は
、
「
家
業
ニ
非
ザ
ル
事
務
」
を
担
当
し
、
連
歌
師
と
し
て
の
み
な
ら

ず
、
公
家
と
の
交
渉
役
を
も
担
い
、
そ
の
人
間
関
係
の
一
端
に
、
季
鷹
と
の
交
渉
も
あ
っ
た
も

の
と
見
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
賀
茂
季
鷹
は
こ
の
兼
恵
の
子
孫
か
ら
『
長
能
集
』
を
借
り
た

も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
そ
の
猪
苗
代
氏
本
そ
の
も
の
は
、
い
つ
、
誰
が
写
し
た
も
の
だ
っ
た
の
か
。

『
東
照
宮
御
実
紀
』
巻
八
、
慶
長
九
年
の
条
に
よ
る
と
、
次
の
記
事
が
見
え
る
。

三
月
朔
日
御
上
洛
あ
る
べ
し
と
て
、
江
戸
城
を
御
発
輿
あ
り
。
五
郎
太
丸
長
福
丸
両
公
子

を
と
も
な
は
せ
給
ひ
、
御
道
す
が
ら
伊
豆
国
熱
海
の
温
泉
に
ゆ
あ
み
し
給
ふ
と
て
、
七
日

御
滞
留
ま
し
ノ
¥
、
此
間
御
み
づ
か
ら
御
独
吟
の
連
歌
を
遊
ば
さ
る
。

春
の
夜
の
夢
さ
へ
波
の
枕
か
な
。

あ
け
ぼ
の
近
く
か
す
む
江
の
船

一
村
の
雲
に
わ
か
る
〉
雁
時
て

っ
き
〆
¥
百
韻
に
満
し
め
給
ふ
。
こ
〉
に
陸
奥
国
仙
台
に
猪
苗
代
兼
知
と
い
へ
る
は
、
其

父
兼
載
と
て
宗
祇
法
師
が
高
足
の
弟
子
に
て
名
高
き
連
歌
の
宗
匠
な
り
。
仙
台
少
将
政
宗

ま
た
風
月
の
す
き
者
に
て
、
こ
れ
を
鴨
召
し
て
其
国
に
つ
か
へ
し
が
、
兼
知
其
子
に
て
今

箕
衰
を
つ
ぎ
当
時
堪
能
の
聞
え
あ
り
し
か
ば
、
兼
如
に
こ
の
御
連
歌
を
見
せ
し
め
給
ひ
批

評
を
命
ぜ
ら
れ
、
後
に
こ
の
賞
と
し
て
兼
如
に
金
一
枚
を
賜
ふ
。

『
東
照
宮
御
実
紀
』
付
録
巻
二
十
二
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

慶
長
九
年
三
月
豆
州
熱
海
に
湯
あ
み
給
ひ
し
と
き
、
御
独
吟
の
連
歌
を
、
仙
台
政
宗
が
家

臣
猪
苗
代
兼
如
に
見
せ
し
め
給
ひ
、
兼
知
が
点
し
て
奉
り
け
る
内
の
御
句
と
て
、
っ
た
へ

け
る
は
、春
の
夜
の
夢
さ
へ
浪
の
枕
か
な

曙
ち
か
く
か
す
む
江
の
舟

ひ
と
む
ら
の
雲
に
わ
か
る
〉
雁
時
て

お
な
じ
十
九
年
八
月
十
二
日
山
名
禅
高
を
御
前
に
め
し
て
、
両
吟
あ
そ
ば
し
け
る
表
八
句

い
ら
ざ
ら
む
空
に
ぞ
み
ば
や
秋
の
月

四

と
い
ふ
能
阿
捕
が
古
句
を
御
転
用
あ
り
て
、

い
と
御
け
し
き
よ
か
り
し
と
な
ん
。

(
『
諸
家
感
状
録
』
、
『
駿
府
記
』
)

猪
苗
代
兼
載
は
、
永
正
七
年
(
一
五
一

O
)
六
月
ご
ろ
、
没
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
『
本
朝
遜

史
』
(
大
日
本
史
料
所
収
)
の
「
平
兼
載
」
の
項
に
よ
れ
ば
、
次
の
記
事
が
見
え
る
。

賛
日
、
連
歌
之
於
倭
歌
、
猶
如
聯
句
之
於
詩
律
世
、
本
朝
上
世
以
来
、
久
有
之
、
而
曙
駕

者
不
絶
、
兼
載
専
業
之
者
也
、
値
其
吟
峨
、
而
鍛
錬
安
排
、
殊
無
他
想
、
此
是
閑
也
、
播

倭
語
之
種
子
心
地
、
減
藻
言
之
苗
子
硯
田
、
此
是
耕
也
、
宗
祇
亦
其
同
時
之
先
輩
也
、
凡

有
一
技
一
能
者
、
皆
到
京
師
、
昔
時
有
風
塵
之
驚
、
故
避
輩
下
、
而
或
帰
本
士
、
或
散
四

方
者
、
蓋
移
失
、
兼
載
幽
棲
子
岩
城
、
亦
是
也
、
抑
古
今
集
之
伝
授
、
倭
歌
連
歌
之
輩
、

以
為
極
至
、
首
時
法
印
尭
孝
伝
之
尭
恵
、
市
兼
載
受
子
尭
恵
、
而
以
授
兼
純
、
是
兼
載
之

従
弟
也
、

兼
載
は
、
尭
恵
か
ら
多
く
の
和
歌
の
知
識
を
伝
授
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
中
に
『
長
能
集
』

の
一
本
が
あ
っ
た
と
す
る
の
は
、
無
理
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
猪
苗
代
兼
如
が
兼
載
の
子
で
あ
っ

た
と
す
る
の
は
誤
り
で
、
兼
知
は
兼
載
の
玄
孫
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
の
猪
苗
代
兼
知

(
1
一
六

O
九
)
が
家
康
の
連
歌
に
批
評
を
加
え
、
そ
の
賞
と
し
て
金
一
枚
を
賜
っ
た
の
は
、
慶
長
九
年
(
一

六
O
四
)
三
月
で
あ
っ
た
。
駿
河
文
庫
が
創
設
さ
れ
た
の
は
家
康
が
駿
河
へ
移
っ
た
と
き
と
さ

れ
、
こ
の
慶
長
九
年
三
月
に
は
、
す
で
に
駿
河
文
庫
は
成
立
し
て
い
た
と
見
な
さ
れ
る
。
先
に

あ
げ
た
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
の
『
長
能
集
』
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
猪
苗
代
氏
本
を

写
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
原
本
は
、
駿
河
文
庫
本
で
あ
っ
た
と
い
う
。
「
兼
如
、
駿
府
ニ
在
リ
、

シ
バ
シ
バ
東
照
公
ニ
拝
謁
ス
」
(
『
伊
達
旧
臣
伝
』
)
と
も
あ
り
、
猪
苗
代
氏
が
駿
河
文
庫
の
本
を

写
す
機
会
を
得
る
に
は
、
こ
の
兼
知
と
家
康
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

だ
が
、
駿
府
御
城
内
の
本
が
写
さ
れ
た
の
は
、
寛
文
五
年
(
一
六
六
五
)
五
月
七
日
の
こ
と

で
あ
り
、
写
さ
れ
た
本
は
、
万
治
元
年
(
一
六
五
八
)
九
月
八
日
奥
書
の
写
本
だ
っ
た
と
見
な

さ
れ
る
。
寛
文
奥
書
の
直
前
の
奥
書
の
本
、
だ
か
ら
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
兼
如
は
寛
文

の
こ
ろ
す
で
に
故
人
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
寛
文
五
年
の
こ
ろ
猪
苗
代
家
の
当
主
と
な
っ
て
い

た
の
は
、
猪
苗
代
兼
寿
で
あ
る
。

兼
寿
の
父
兼
説
は
、
正
保
四
年
(
一
六
四
七
)
六
月
十
一
日
に
死
去
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ

れ
は
、
兼
寿
十
九
歳
の
時
と
考
え
ら
れ
る
。
兼
寿
は
近
衛
基
照
か
ら
、
「
余
、
六
歳
の
時
よ
り
、

常
に
来
り
て
、
和
歌
連
歌
の
友
と
な
す
」
と
も
言
わ
れ
(
『
基
照
公
記
』
)
、
長
く
京
都
で
生
活
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
仙
台
藩
お
抱
え
連
歌
師
と
し
て
公
家
と
の
太
い
パ
イ
プ
を
持
っ
た
貴
重

な
人
物
で
あ
っ
た
。
兼
寿
が
始
め
て
仙
台
藩
の
七
種
連
歌
会
に
一
座
す
る
の
は
、
万
治
元
年
一

月
七
日
の
こ
と
で
、
そ
れ
は
三
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
に
な
る
。
『
伊
達
治
家
記
録
』
の
明



暦
三
年
(
一
六
五
七
)
八
月
十
六
日
の
条
に
、
「
京
都
連
歌
師
猪
苗
代
兼
寿
始
テ
下
向
ス
」
と
あ

り
、
彼
は
、
藩
命
を
受
け
て
、
始
め
て
仙
台
へ
下
向
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
下
向
が
い
つ

ま
で
続
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
下
向
時
に
兼
寿
は
江
戸
、
駿
府
な
ど
の
関
係
諸
方
面

に
も
立
ち
寄
り
、
諸
侯
、
諸
氏
と
の
交
流
を
は
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
寛
文

十
二
年
に
は
、
『
伊
達
治
家
記
録
』
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

寛
文
十
二
年
九
月
四
日
、
業
ヲ
以
テ
法
皇
詔
ヲ
奉
ル
、
昇
殿
シ
連
歌
衆
ニ
列
ス
、
盛
膳
酒

茶
ヲ
賜
ハ
ル
。
後
ニ
シ
バ
シ
バ
、
法
皇
、
新
院
、
法
親
王
、
摂
家
、
清
華
ノ
連
歌
会
ニ
侍

ル
、
賜
物
ヲ
奉
ル
コ
ト
、
枚
挙
ヲ
達
ゲ
ズ
ト
云
フ
。

こ
の
事
件
は
、
仙
台
藩
で
も
、
注
目
さ
れ
た
ら
し
く
、
九
月
三
十
日
の
条
に
は
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

於
京
都
、
法
橋
猪
苗
代
兼
寿
、
仙
洞
ヘ
召
サ
レ
、
於
御
前
前
句
ヲ
命
ゼ
ラ
ル
。
於
次
料
理

ヲ
賜
フ
。
先
是
上
殿
ノ
事
、
勅
誌
ノ
趣
、
近
衛
右
府
基
照
公
ヨ
リ
命
ゼ
ラ
ル
。
固
辞
ス
ト

雄
ド
モ
不
能
。
強
テ
参
内
云
々
。

兼
寿
の
登
仙
に
は
、
近
衛
基
照
の
推
挽
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
以
前
、
寛
文
五
年
五
月
ご
ろ
に
、
兼
寿
が
ど
こ
に
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
仙
台
か

ら
の
上
京
時
に
、
兼
如
の
ゆ
か
り
の
あ
る
駿
河
城
に
立
ち
寄
る
こ
と
も
あ
り
得
た
か
に
思
え
る
。

近
衛
家
と
も
関
係
深
い
兼
寿
が
歓
迎
さ
れ
な
い
は
ず
も
な
く
、
猪
苗
代
氏
本
の
由
来
を
こ
の
あ

た
り
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

「
駿
河
文
庫
」
の
こ
と

東
京
大
学
蔵
『
長
能
集
』
に
は
、
さ
ら
に
「
寛
文
五
年
巳
五
月
七
日
於
駿
府
御
城
内
本
の
こ

と
く
う
つ
し
畢
但
正
本
依
虫
喰
落
字
不
審
繁
多
也
可
謂
不
分
明
乃
己
」
と
す
る
奥
書
が
見
え

る
。
こ
の
寛
文
五
年
(
一
六
六
五
)
五
月
七
日
に
書
写
さ
れ
た
駿
府
御
城
内
本
と
は
、
い
つ
誰

が
書
写
し
、
ど
う
い
う
事
情
で
駿
河
文
庫
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
前
に
、
ま
ず
「
駿
河
文
庫
」
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

『
東
照
宮
御
実
紀
』
付
録
巻
二
十
二
に
よ
る
と
、
次
の
記
事
が
見
え
る
。

慶
長
七
年
(
一
六

O
二
)
江
戸
城
内
に
は
じ
め
て
御
文
庫
を
創
建
せ
ら
れ
、
金
沢
文
庫
に

伝
へ
し
古
書
ど
も
を
も
あ
ま
た
め
し
て
収
貯
せ
ら
れ
、
田
村
安
栖
長
願
を
し
て
、
足
利
学

校
寒
松
を
め
し
て
文
庫
の
目
録
を
編
衆
せ
し
め
ら
れ
、
そ
の
六
月
寒
松
に
銀
時
服
を
賜
は

り
た
り
。
(
『
慶
長
見
聞
録
』
)

家
康
の
集
書
事
業
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
駿

河
文
庫
の
こ
と
で
は
な
い
。
駿
河
文
庫
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成
立
年
次
が
つ
ま
び
ら
か
で
な
く
、

2 

『
藤
原
長
能
集
』
の
諸
本
と
伝
来

ー
東
京
大
学
蔵
本
を
中
心
と
し
て
l

家
康
が
移
住
し
た
慶
長
十
二
年
三
六

O
七
)
の
暮
、
十
二
月
の
火
災
に
際
し
て
、
『
台
徳
院
御

実
記
』
に
次
の
記
事
が
見
え
る
。

御
文
庫
宝
蔵
は
基
な
か
り
し
か
ど
も
、
御
座
に
置
れ
し
御
宝
物
ど
も
、
一
と
し
て
烏
有
た

ら
ざ
る
は
な
し
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
駿
河
文
庫
は
城
修
築
の
始
め
か
ら
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

後
日
、
家
康
は
、
こ
の
蔵
書
を
充
実
さ
せ
、
貴
重
書
を
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
京
都
五
山
の
能

筆
の
僧
た
ち
に
古
典
の
書
写
作
業
を
命
じ
て
い
る
。

こ
の
事
業
に
先
立
ち
、
慶
長
十
六
年
、
冷
泉
中
納
言
為
満
卿
が
江
戸
へ
下
っ
た
帰
途
、
こ
の

文
庫
を
訪
れ
て
い
る
。

其
比
冷
泉
中
納
言
為
満
卿
江
戸
へ
ま
か
り
拝
謁
あ
り
し
か
へ
さ
、
駿
府
へ
ま
か
り
見
え
奉

り
し
時
、
御
蔵
の
定
家
卿
自
筆
の
歌
書
を
見
せ
給
ひ
、
歌
道
の
御
物
語
あ
り
。
ま
た
其
後

中
納
言
そ
の
秘
本
な
り
と
て
、
三
十
六
人
の
寄
を
一
人
ご
と
に
十
首
づ
〉
ゑ
ら
み
、
定
家

卿
の
み
づ
か
ら
か
〉
れ
し
を
も
ち
い
で
〉
御
覧
に
そ
な
へ
、
為
家
卿
自
筆
の
仮
名
遣
等
も

御
覧
ぜ
さ
せ
ら
る
。
そ
の
こ
ろ
江
戸
よ
り
土
井
大
炊
頭
利
勝
御
使
と
し
て
、
定
家
卿
御
真

蹟
の
伊
勢
物
語
を
進
ら
せ
ら
る
。
こ
れ
は
後
土
御
門
院
の
御
物
な
り
し
を
、
能
登
の
畠
山

義
統
入
道
へ
た
ま
は
り
、
後
に
三
好
修
理
大
夫
長
慶
に
っ
た
へ
、
一
二
好
亡
び
て
後
和
泉
の

堺
の
商
人
の
蔵
と
な
り
し
を
、
細
川
玄
旨
法
印
購
求
し
て
秘
蔵
せ
し
が
、
後
に
下
野
守
忠

吉
朝
臣
懇
望
し
て
其
蔵
と
な
さ
れ
、
朝
臣
う
せ
ら
れ
て
の
ち
、
江
戸
の
御
物
と
は
な
り
し

な
り
。
こ
は
殊
さ
ら
御
感
あ
り
て
、
日
野
、
冷
泉
、
飛
鳥
井
等
の
人
々
を
は
じ
め
、
公
武

の
徒
に
も
見
せ
し
め
た
ま
ふ
。
又
山
崎
宗
鑑
が
書
し
廿
一
代
集
、
尊
応
准
后
、
飛
鳥
井
栄

雅
両
人
が
奥
書
せ
し
定
家
卿
真
蹟
の
古
今
集
、
遁
遥
院
、
称
名
院
両
筆
の
三
代
集
及
び
伊

勢
物
語
、
又
高
野
大
師
真
蹟
の
般
若
心
経
、
佐
理
、
行
成
の
真
蹟
な
ど
も
、
同
じ
く
め
づ

ら
か
な
る
も
の
な
り
と
て
、
例
の
人
々
に
見
せ
し
め
た
ま
ひ
し
と
な
り
。
(
『
駿
府
記
』
)

こ
の
こ
ろ
、
す
で
に
駿
河
文
庫
に
は
、
定
家
卿
自
筆
の
伊
勢
物
語
、
歌
書
、
山
崎
宗
鑑
の
廿

一
代
集
、
空
海
の
般
若
心
経
、
佐
理
、
行
成
の
真
蹟
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
慶
長
十

九
年
四
月
に
は
、
江
戸
に
収
蔵
が
な
い
と
い
う
『
本
草
綱
目
』
を
一
部
贈
ら
せ
て
い
る
。

ま
た
、
『
台
徳
院
殿
御
実
紀
』
巻
廿
六
、
慶
長
十
九
年
(
一
六
一
二
)
四
月
に
も
、
次
の
記
事

が
見
え
る
。十
三
日
駿
府
に
て
は
真
言
論
議
開
し
め
さ
る
。
智
積
院
日
誉
精
義
た
り
。
こ
の
日
五
山

の
僧
等
先
に
命
ぜ
ら
れ
た
る
貞
観
政
要
、
続
日
本
紀
、
延
喜
式
等
の
抄
録
を
進
覧
し
奉
る
。

林
道
春
信
勝
、
金
地
院
崇
惇
御
前
に
於
て
是
を
よ
む
。

十
四
日
駿
府
に
て
猿
楽
あ
り
。
冷
泉
中
納
言
為
満
卿
井
五
山
長
老
等
に
み
せ
し
め
ら
る
。

五
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原

義

〔
春
ト
〕

楽
は
白
楽
天
、
松
栄
、
井
筒
、
鞍
馬
天
狗
、
通
小
町
、
芦
刈
、
柏
崎
、
葵
上
、
養
老
な
り
。

頼
宣
卿
、
頼
房
朝
臣
松
栄
を
ま
は
れ
、
義
直
卿
井
筒
の
小
鼓
を
う
た
せ
ら
る
。

十
五
日
駿
府
に
て
は
け
ふ
も
能
あ
り
。
竹
生
島
、
頼
政
、
千
手
、
谷
行
、
百
蕉
、
花
月
、

阿
漕
、
善
知
鳥
、
老
松
な
り
。

十
六
日
駿
府
に
て
は
本
多
上
野
介
正
純
、
金
地
院
崇
停
に
仰
事
有
て
、
京
の
文
章
博
士

船
橋
式
部
少
輔
秀
賢
に
は
か
り
、
仙
洞
井
摂
録
、
竹
園
、
月
卿
雲
客
所
蔵
の
古
書
を
捜
索

し
、
先
そ
の
書
目
を
進
覧
す
べ
し
と
申
送
ら
し
む
。
又
江
戸
参
向
の
公
卿
に
、
宣
下
お
は

ら
ば
直
に
駿
府
へ
ま
い
ら
る
べ
し
と
の
内
旨
を
、
上
野
介
正
純
、
金
地
院
崇
惇
よ
り
っ
た

廿
日
勅
使
広
橋
大
納
言
兼
勝
卿
、
三
候
大
納
言
実
篠
卿
駿
城
に
ま
う
の
ぼ
り
、
:
:
:
中

略
:
:
:
公
家
法
制
を
定
め
ら
る
れ
ば
、
諸
家
旧
蔵
の
書
籍
写
し
て
、
進
呈
せ
ら
る
べ
し
と

仰
給
ふ
。
実
篠
卿
三
代
実
録
旧
蔵
す
る
に
よ
り
、
進
覧
す
べ
き
よ
し
答
奉
り
て
退
く
。
〔
の
ト
〕

廿
一
日
駿
府
に
て
公
卿
饗
応
せ
ら
れ
猿
楽
催
さ
る
。
高
砂
、
経
政
、
三
輪
、
鶴
、
野
々

宮
、
皇
帝
、
御
裳
洗
七
番
、
三
輪
、
鶴
、
皇
帝
は
頼
宣
卿
っ
か
ふ
ま
つ
ら
る
。

(
八
月
)
十
九
日
菊
亭
右
大
臣
晴
季
公
使
も
て
、
金
沢
文
庫
に
蔵
せ
し
律
令
十
九
巻
を

献
ぜ
ら
る
。
(
こ
は
武
州
金
沢
に
在
し
を
、
関
自
秀
次
取
て
蔵
せ
ら
れ
、
後
に
菊
亭
に
贈
ら

れ
し
を
今
又
献
ぜ
し
な
り
。
)

廿
二
日
飛
鳥
井
黄
門
雅
庸
卿
源
氏
物
語
の
奥
旨
三
箇
の
秘
訣
を
、
大
御
所
へ
伝
へ
奉
る
。

慶
長
十
九
年
(
一
六
一
四
)
十
月
廿
四
日
、
家
康
の
集
書
事
業
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
て
い
る
。

神
龍
院
党
舜
も
ま
う
登
り
、
神
書
の
御
物
が
た
り
あ
り
。
又
板
倉
伊
賀
守
勝
重
井
崇
博
よ

り
、
天
龍
寺
、
相
国
寺
、
東
福
寺
、
建
仁
寺
、
万
寿
寺
五
山
の
長
老
へ
仰
を
伝
へ
し
は
、

本
朝
の
古
書
共
新
写
命
ぜ
ら
る
。
一
寺
よ
り
善
書
の
僧
十
人
づ
と
え
ら
み
、
南
禅
寺
に
参

り
こ
の
事
っ
か
ふ
ま
つ
ら
し
む
べ
し
。
写
す
べ
き
書
の
員
数
に
し
た
が
ひ
、
猶
も
書
手
を

加
へ
ら
る
べ
け
れ
ば
、
其
こ
〉
ろ
す
べ
し
。

同
廿
五
日
の
条
に
は
、

五
山
の
僧
等
百
三
十
余
人
を
召
て
、
古
書
繕
写
の
事
命
じ
給
ふ
。
か
〉
る
争
乱
の
中
に
、

か
く
典
籍
の
事
を
す
て
給
は
ず
沙
汰
し
た
ま
ふ
、
好
文
の
栄
主
は
、
近
世
間
も
及
ば
ぬ
こ

と
〉
衆
人
驚
感
し
奉
る
。

と
あ
り
、
廿
六
日
の
条
に
は
、

五
山
の
僧
等
ま
う
の
ぼ
り
拝
謁
し
て
、
一
束
一
巻
を
献
ず
。
南
禅
寺
に
て
古
書
新
写
事
重

ね
て
命
ぜ
ら
る
。

と
あ
る
。
廿
七
日
の
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

一」/、

ま
た
南
禅
寺
に
は
五
山
の
僧
等
五
十
人
つ
ど
ひ
て
、
諸
家
の
記
録
書
写
を
は
じ
む
。
一
部

は
禁
廷
へ
納
め
、
一
部
は
駿
府
、
一
部
は
江
戸
へ
置
れ
ん
が
た
め
、
都
合
三
通
づ
〉
書
写

せ
し
め
ら
る
。
林
道
春
信
勝
、
金
地
院
崇
博
此
こ
と
を
奉
行
す
。
文
書
手
の
僧
等
へ
け
ふ

よ
り
三
日
斎
飯
を
た
ま
は
る
。

大
坂
方
と
の
戦
の
最
中
、
集
書
事
業
に
勤
し
む
家
康
に
、
著
者
は
賛
嘆
を
惜
し
ま
な
い
。
こ

の
時
の
書
写
事
業
に
つ
い
て
は
、
『
本
光
国
師
日
記
』
慶
長
十
九
年
十
月
二
十
四
日
に
よ
れ
ば
、

崇
惇
と
京
都
所
司
代
板
倉
勝
重
連
名
で
五
山
に
通
達
さ
れ
て
い
る
。

日
本
記
録
可
被
為
写
旨
、
被
仰
出
候
。
従
一
ケ
寺
能
書
十
人
宛
、
南
禅
寺
へ
可
被
越
候
。

日
限
之
儀
者
、
前
日
に
御
左
右
可
申
候
。
先
内
々
為
御
心
得
申
入
候
。
記
録
余
多
出
申
候

者
、
人
数
之
加
増
重
市
申
入
候
。
恐
僅
謹
言

十
月
廿
四
日

金
地
院

板
倉
伊
賀
守

天
竜
寺

相
国
寺

建
仁
寺

東
福
寺

万
寿
寺

こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
『
東
照
宮
御
実
紀
付
録
』
巻
二
十
二
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
る
。

院
の
御
所
を
は
じ
め
、
公
卿
の
家
々
に
伝
ふ
る
所
の
本
邦
の
古
記
録
を
、
遍
く
新
写
せ
し

め
給
は
ん
と
の
盛
慮
に
て
、
内
々
院
へ
も
聞
え
あ
げ
給
ひ
、
公
卿
へ
も
そ
の
旨
仰
下
さ
れ
、

五
山
僧
徒
の
内
に
て
能
書
の
者
を
撰
ば
し
め
、
卯
刻
よ
り
酉
刻
ま
で
、
日
毎
に
京
の
南
禅

寺
に
あ
つ
ま
り
て
書
写
せ
し
め
ら
れ
、
林
道
春
信
勝
、
金
地
院
崇
博
こ
れ
を
惣
督
す
。
こ

の
時
御
写
に
成
し
書
籍
は
、
旧
事
紀
、
古
事
記
、
日
本
後
記
、
続
日
本
後
記
、
文
徳
実
録
、

三
代
実
録
、
国
史
、
類
衆
国
史
、
律
、
令
、
弘
仁
格
、
同
式
、
貞
観
格
、
同
式
、
延
喜
格
、

同
式
、
新
式
、
類
衆
三
代
格
、
百
錬
抄
、
江
家
次
第
、
新
儀
式
、
北
山
抄
、
西
宮
抄
、
令

義
解
、
政
事
要
略
、
柱
下
類
林
、
法
曹
類
林
、
本
朝
月
令
、
新
撰
姓
氏
録
、
除
目
抄
、
江

〔
重
出
〕

談
抄
、
会
分
類
衆
、
古
語
拾
遺
、
李
部
王
記
、
明
月
記
、
西
宮
記
、
山
根
記
、
類
衆
三
代

〔草〕

格
、
釈
日
本
紀
、
名
法
要
集
、
神
皇
系
図
、
本
朝
続
文
粋
、
管
家
文
集
等
な
り
。
こ
れ
等

の
書
籍
其
比
ま
で
は
、
家
々
に
ひ
め
置
の
み
に
て
、
世
の
人
書
名
を
だ
に
記
す
も
の
な
か

り
し
が
、
こ
の
時
新
写
有
し
に
よ
り
、
公
武
の
規
法
も
こ
れ
等
に
根
拠
し
撰
定
せ
ら
れ
、



後
々
に
は
世
上
に
も
う
つ
し
伝
へ
、
今
の
世
に
至
り
て
も
図
書
を
よ
む
も
の
、
本
邦
古
今

の
治
乱
盛
表
を
考
へ
、
制
度
典
章
の
沿
革
せ
し
様
を
伺
ひ
知
る
便
を
得
し
は
、
全
く
当
時

好
文
の
御
余
沢
に
よ
る
所
な
り
。
(
『
駿
府
記
』
)

慶
長
十
九
年
十
一
月
三
日
に
は
、

二
候
准
后
昭
実
公
、
今
度
古
書
新
写
の
料
に
と
て
、
そ
の
家
記
若
干
御
覧
に
備
ら
れ
し
か

ば
、
金
地
院
崇
博
よ
り
、
御
感
の
旨
其
家
司
等
に
っ
た
ふ
。

と
あ
り
、
同
十
二
月
廿
六
日
に
は
、

二
候
城
に
て
は
先
に
命
ぜ
ら
れ
た
る
旧
事
紀
、
古
事
記
、
日
本
紀
、
続
日
本
紀
、
日
本
後

紀
、
文
徳
実
録
、
三
代
実
録
、
釈
日
本
紀
、
類
衆
三
代
格
、
内
裏
式
、
江
次
第
、
明
月
記
、

〔草〕

西
宮
記
、
山
根
記
、
管
家
文
集
、
続
文
粋
繕
写
終
り
し
と
て
、
金
地
院
崇
博
御
覧
に
備
ふ
。

林
道
春
信
勝
も
是
に
あ
づ
か
る
。

と
あ
る
。
元
和
元
年
(
一
六
一
五
)
正
月
九
日
の
条
に
は
、

京
に
て
は
金
地
院
崇
博
よ
り
、
五
山
僧
徒
に
令
し
、
明
日
よ
り
古
書
謄
写
の
事
を
催
す
。

と
あ
り
、
三
月
十
九
日
の
条
に
は
、

林
道
春
信
勝
、
金
地
院
崇
惇
京
よ
り
駿
府
に
帰
参
し
、
去
年
命
ぜ
ら
れ
し
古
書
謄
写
の

こ
と
、
成
功
せ
し
ょ
し
き
こ
え
上
る
。

と
あ
り
、
古
書
謄
写
の
完
成
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

元
和
の
こ
ろ
、
江
戸
か
ら
の
使
者
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
家
康
は
林
道
春
に
命
じ
て
、
大
部

の
漢
籍
を
贈
ら
せ
た
こ
と
も
あ
る
。

家
康
没
後
の
駿
河
文
庫
に
つ
い
て
、
次
の
記
事
も
見
え
る
。

神
さ
ら
せ
給
ひ
し
後
、
道
春
兼
て
預
り
奉
り
し
駿
府
の
御
本
を
い
か
ゾ
せ
む
と
、
土
井
大

炊
頭
利
勝
も
て
江
戸
に
伺
ひ
し
か
ば
、
将
軍
家
わ
れ
己
に
天
下
の
譲
り
を
受
し
上
は
何
を

か
望
ま
む
。
書
籍
は
み
な
三
家
の
方
々
へ
分
ち
遣
す
べ
し
と
仰
有
て
、
道
春
さ
る
べ
く
配

賦
し
て
、
尾
紀
水
の
家
臣
へ
引
渡
し
、
そ
の
内
に
て
尤
竿
還
の
も
の
を
ば
と
り
置
て
、
後

に
江
戸
の
御
文
庫
に
納
め
け
る
と
ぞ
。
又
本
邦
の
記
録
は
兼
て
三
通
を
御
写
有
て
、
一
部

は
内
裡
、
一
部
は
江
戸
、
一
部
は
駿
府
に
置
べ
し
と
の
命
あ
り
し
か
ば
、
こ
れ
も
駿
河
に

在
し
を
ば
、
江
戸
の
御
文
庫
に
納
め
た
り
。
今
楓
山
に
宝
蔵
せ
ら
る
〉
所
の
も
の
是
な
り
。

こ
の
駿
河
文
庫
の
内
容
は
、
歴
史
書
が
多
い
が
、
定
家
や
迫
遥
院
の
自
筆
本
も
あ
り
、
文
学

に
か
か
わ
る
も
の
も
か
な
り
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
中
に
『
長
能
集
』
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

さ
て
、
東
京
大
学
蔵
『
長
能
集
』
に
は
、
さ
ら
に
「
右
此
一
帖
以
行
手
自
筆
之
正
本
写
之
畢

子
時
高
治
元
年
九
月
八
日
又
細
書
武
州
江
戸
同
回
」
と
い
う
奥
書
が
あ
る
。
こ
の
奥
書
に
つ
い

『
藤
原
長
能
集
』
の
諸
本
と
伝
来

ー
東
京
大
学
蔵
本
を
中
心
と
し
て
|

て
は
、
一
部
疑
問
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
長
能
集
』
の
写
本
で
、
行
予
自
筆
本
か
ら
転
写
さ
れ

た
の
は
、
東
京
大
学
蔵
本
の
奥
書
か
ら
考
え
て
、
元
和
六
年
(
一
六
二

O
)
九
月
十
八
日
の
写

本
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
万
治
写
本
の
も
と
に
な
っ
た
。
そ
の
元
和
写
本
の
奥
書
の
末
尾

に
は
、
「
侍
従
藤
判
」
の
筆
写
者
名
が
見
え
る
。
こ
れ
だ
け
で
、
そ
の
筆
写
を
推
定
す
る
の
は
至

難
の
わ
ざ
で
あ
る
が
、
憶
測
を
還
し
く
す
れ
ば
、
こ
の
当
時
、
上
冷
泉
為
清
の
父
の
為
治
が

「
侍
従
」
の
地
位
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
候
補
者
の
一
人
に
な
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
冷
泉

家
の
者
は
、
し
ば
し
ば
勅
使
の
供
と
し
て
関
東
へ
下
向
し
て
お
り
、
万
治
三
年
(
一
六
六

O
)

五
月
六
日
に
は
、
「
冷
泉
中
将
為
清
朝
臣
」
と
「
下
冷
泉
少
将
為
元
朝
臣
」
が
下
向
し
、
「
五
十

俵
づ
〉
つ
か
は
さ
る
」
と
い
う
こ
と
な
ど
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
(
『
徳
川
実
紀
』
第
四
篇
)
。

万
治
写
本
の
奥
書
に
、
「
武
州
江
戸
目
」
と
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ
の
写
本
は
江
戸

で
写
さ
れ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
万
治
元
年
に
書
写
さ
れ
た
『
長
能
集
』
は
、
元
和
六
年
に
、
藤
原
氏
の
「
侍
従
」

で
あ
っ
た
者
が
写
し
て
献
上
し
た
本
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
或
人
本
」
を
写
し
た
も
の
と
は
い
う

が
、
実
は
「
行
手
本
」
(
た
だ
し
、
転
写
本
か
)
と
認
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
写
本
は
、

江
戸
の
紅
葉
山
文
庫
に
で
も
あ
っ
た
の
、
だ
ろ
う
か
、
万
治
元
年
に
江
戸
で
写
さ
れ
、
そ
れ
が
、

駿
河
文
庫
へ
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
後
、
駿
河
文
庫
を
訪
れ
た
兼
寿
が
こ
れ
を
写

し
、
所
持
し
て
い
た
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

行
手
自
筆
本
の
流
伝

だ
が
、
江
戸
で
書
写
さ
れ
た
元
和
六
年
写
本
の
『
長
能
集
』
は
、
行
罪
本
を
写
し
た
と
見
な

さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
「
以
罪
行
本
令
書
写
」
と
せ
ず
、
「
本
云
右
藤
原
長
能
集
者

或
人
本
令
書
写
畢
。
少
々
有
不
審
事
等
、
重
以
他
本
可
考
之
而
己
。
元
和
六
年
九
月
中
八
侍

従
藤
判
」
と
す
る
奥
書
を
も
つ
の
か
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
一
本
(
一
五

O
ー
七
二
八
)
に
よ
れ
ば
、
「
右
藤
原
長
能
集
者
或
人
本
令

書
写
詑
。
少
々
有
不
審
事
等
、
重
以
他
本
可
考
之
而
己
元
和
六
年
九
月
中
八
侍
従
藤
判
」
と

あ
り
、
こ
れ
は
万
治
元
年
写
本
の
奥
書
と
ほ
と
ん
ど
重
な
る
。
も
し
か
す
る
と
、
万
治
元
年
に

何
者
か
が
写
し
た
『
長
能
集
』
の
原
本
は
、
こ
の
本
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
万
治
本
の
奥
書
に
、
「
右
此
一
帖
以
行
手
自
筆
之
正
本
写
之
畢
」
と
す
る
の
は
、

「
或
人
本
」
の
原
本
が
近
く
に
あ
り
、
筆
写
者
自
身
、
そ
の
本
の
存
在
を
確
認
し
て
い
た
か
ら

で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
『
長
能
集
』
を
写
す
だ
け
だ
っ
た
ら
、
何
も
行
手
自
筆
本
か
ら
直
接

転
写
す
る
必
要
は
な
く
、
そ
れ
が
行
手
自
筆
本
の
正
確
な
転
写
本
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
で
十
分
で

七
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義

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
と
の
大
事
な
本
を
汚
さ
な
く
て
済
む
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
自
筆
本
に
、
「
此
家
集
行
手
也
、
芳
翰
也
、
亜
棟
藤
在
判
」
と
で
も

書
い
で
あ
れ
ば
、
確
認
に
は
す
べ
て
こ
と
足
り
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
、
書
陵
部

に
所
蔵
さ
れ
る
『
藤
原
長
能
集
』
(
一
五

O
ー
七
二
九
)
に
、
「
此
家
集
行
手
也
、
芳
翰
也
、
亜

棟
藤
在
判
」
と
す
る
奥
書
が
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
家
康
は
駿
河
文
庫
を
充
実
さ
せ
、
貴
重
書
が
散
逸
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
に
、
朝
廷
が
所
蔵
し
て
き
た
古
書
を
三
部
ず
つ
書
写
さ
せ
、
そ
れ
を
駿
河
文
庫
、
江
戸
の

将
軍
家
、
及
び
朝
廷
に
分
配
し
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
書
陵
部
に
今
な
お
所
蔵

さ
れ
、
し
か
も
副
本
と
で
も
称
す
べ
き
テ
キ
ス
ト
を
も
っ
『
長
能
集
』
も
、
も
し
か
す
る
と
、

そ
の
家
康
が
命
じ
た
書
写
作
品
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
猪

苗
代
兼
寿
が
駿
府
御
城
内
の
『
長
能
集
』
を
寛
文
五
年
に
写
そ
う
と
し
た
時
で
さ
え
、
す
で
に

正
本
は
、
「
依
虫
喰
落
字
不
審
繁
多
也
」
と
言
わ
れ
る
状
態
で
あ
り
、
や
が
て
遠
か
ら
ず
こ
の
本

は
消
滅
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
猪
苗
代
兼
寿
は
、
禁
裏
本
の
写
し
(
こ
れ
を
「
正
本
」
と
称
す
か
)
を
横
目
に
、

万
治
本
に
よ
っ
て
『
長
能
集
』
の
書
写
作
業
を
進
め
た
か
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
が
、
元

和
書
写
本
を
写
し
な
が
ら
、
平
気
で
「
右
此
一
帖
以
行
手
自
筆
之
正
本
写
之
畢
」
と
い
う
奥
書

を
書
か
せ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
『
長
能
集
』
の
一
つ
の
源
流
に
な
っ
て
い
る
行
手
本
の
筆
者
「
行
罪
」
と
は
、
い
か
な

る
人
物
だ
っ
た
の
か
。

「
行
手
」
は
、
書
で
有
名
な
世
尊
寺
家
の
流
れ
に
あ
り
、
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
藤
原
行

成
の
十
代
の
子
孫
に
当
た
り
、
伊
行
か
ら
は
五
代
の
孫
に
当
た
る
。
そ
の
姉
妹
に
、
後
醍
醐
院

の
勾
当
内
侍
で
、
新
田
義
貞
朝
臣
室
に
な
っ
た
女
子
な
ど
が
あ
る
。
貞
和
二
年
(
一
三
四
六
)

に
非
参
議
従
三
位
、
正
平
五
年
(
一
三
五

O
)
正
月
十
四
日
に
没
し
て
い
る
。
そ
の
父
は
、
従

二
位
経
費
、
だ
が
、
実
は
勘
解
由
小
路
(
又
は
四
辻
)
権
中
納
言
頼
資
卿
(
一
一
八
二

1
一
二
三

六
)
の
子
で
あ
り
、
世
尊
寺
家
の
跡
を
継
い
だ
も
の
。
頼
資
は
能
書
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
歌
は
、
『
新
勅
撰
集
』
四
八
七
・
四
八
八
・
五
二
七
、
『
玉
葉
集
』
一
一

O
O
に
入
集
し
て

い
る
。
行
手
の
歌
も
、
『
風
雅
集
』
一
七
二
一
、
『
新
千
載
集
』
一
七
三
五
、
『
新
拾
遺
集
』
一

O

四
六
・
一
七
三
四
に
入
集
、
歌
人
の
系
譜
に
あ
る
。
そ
の
子
の
行
忠
も
歌
人
で
、
『
新
千
載
集
』

一
七
七
七
、
『
新
拾
遺
集
』
五
一
一
・
一
一
八
三
・
一
七
九
七
、
『
新
続
古
今
集
』
二
二
・
一

O

七
四
に
入
集
、
そ
の
子
の
行
俊
は
、
『
新
続
古
今
集
』
六
三
九
に
入
集
し
て
い
る
。

書
に
す
ぐ
れ
、
歌
人
の
系
譜
に
連
な
る
世
尊
寺
行
罪
の
自
筆
本
は
ど
の
よ
う
に
伝
来
し
て

き
た
の
か
。
近
時
、
発
見
さ
れ
た
『
長
能
集
』
に
、
次
の
奥
書
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。

八

本
日
以
行
予
卿
真
跡
書
写
一
校
了

永
正
七
庚
午
夏
一
校
了

世
尊
寺
行
俊
の
子
の
行
康
の
歌
は
、
勅
撰
集
に
は
入
集
し
て
い
な
い
が
、
彼
は
伊
忠
の
名
で
、

享
徳
元
年
(
一
四
五
二
)
非
参
議
従
三
位
に
叙
さ
れ
、
文
明
十
年
(
一
四
七
八
)
正
月
十
日
に
、

前
参
議
正
二
位
で
没
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
世
尊
寺
家
の
流
に
、
行
季
と
い
う
人
物
が
見
え
る
。

『
公
卿
補
任
』
永
正
九
年
(
一
五
二
一
)
の
条
に
よ
れ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

非
参
議
従
三
位
藤
行
季
三
十
七
十
二
月
廿
九
日
叙
(
書
年
中
行
事
賞
)

故
三
木
行
康
卿
男
(
実
父
故
前
権
大
納
言
実
久
卿
)

実
久
卿
は
、
明
応
七
年
(
一
四
九
八
)
十
二
月
十
八
日
、
六
十
七
歳
で
没
し
て
い
る
。
行
季

は
、
こ
の
後
、
天
文
元
年
(
一
五
三
二
)
、
前
参
議
正
二
位
、
侍
従
、
五
十
七
歳
で
出
家
し
て
い

る
。
そ
の
行
季
に
つ
い
て
、
『
実
隆
公
記
』
永
正
六
年
六
月
に
は
、
次
の
記
事
が
見
え
る
。

廿
目
、(行
季
)

世
尊
寺
来
、
善
明
院
ノ
額
、
書
之
、
文
字
之
体
可
指
南
之
由
有
命
、
予
愚
存
分
示
之
、

頗
領
納
也
、
油
煙
一
廷
恵
融
問
諸
吋
被
塗
額
之
由
命
之
処
、
自
愛
也
、

晩
頭

廿
一
日
、
円
、
晴
、
夕
立
、

師
象
朝
臣
来
、
世
尊
寺
中
将
来
、
善
明
寺
額
依
予
指
南
書
改
之
、
尤
珍
重
由
報
了
、

世
尊
寺
行
季
が
実
隆
に
信
濃
善
明
院
の
額
の
書
き
様
を
問
う
。
ま
た
、
八
月
に
は
、
次
の
記

事
が
見
え
る
。

十
九
日
、
同
小
雨
、

師
象
朝
臣
、
宗
鑑
法
師
同
道
来
、
先
日
系
図
本
借
用
事
謝
之
、
大
隅
来
、

廿
四
日
、
押
露
、

行
季
朝
臣
来
、
系
図
一
巻
終
書
功
来
、
自
愛
也
、
料
紙
一
巻
又
昨
日
遣
之
者
也
、

も
し
も
、
こ
の
『
長
能
集
』
の
筆
写
が
行
罪
の
子
孫
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
行
季
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
が
歌
集
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
か
ど
う
か
を
示
す
記
事
は

不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
彰
考
館
蔵
乙
本
(
巳
八

i
O
七
O
三
四
)
に
よ
れ
ば
、
次
の
奥
書
が
見
え
る
。

右
長
能
集
者
希
有
之
物
也
、
今
幸
而
世
尊
寺
行
手
書
蹟
本
有
之
、
故
筆
之
烏
跡
不
顧
他
噸

弄
者
也
、
惟
望
耕
漁
之
暇
市
己
寛
永
廿
一
暦
二
月
望
日
瑞
元

寛
永
二
十
一
年
(
一
六
四
四
)
は
、
駿
河
文
庫
の
蔵
書
が
尾
張
藩
、
水
戸
藩
、
駿
河
藩
に
三
分
さ

れ
て
か
ら
三
十
年
近
く
が
経
っ
て
い
る
。
も
し
も
こ
れ
が
家
康
の
お
譲
り
本
だ
っ
た
と
し
た
な

ら
、
行
手
自
筆
本
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
駿
河
文
庫
の
正
本
が
虫
食
い
で
ひ
ど
い
状
態
に
な
っ

て
い
た
の
に
比
べ
、
こ
ち
ら
は
い
さ
さ
か
も
虫
損
は
感
じ
さ
せ
な
い
書
き
方
と
な
っ
て
い
る
。

以
右
之
奥
書
本
書
写
之
一
校
畢
可
為
正
本
者
也



事吉

以
上
が
、
東
京
大
学
蔵
の
『
長
能
集
』
を
中
心
に
な
が
め
て
き
た
結
果
の
一
報
告
で
あ
る
。

こ
の
他
に
、
家
隆
筆
写
本
系
統
の
も
の
、
そ
れ
と
行
手
自
筆
本
系
統
の
も
の
と
の
合
綴
本
系
統

の
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
考
察
を
及
ぼ
す
必
要
が
あ
る
が
、
今
回
は
、
東
京
大

学
蔵
本
に
焦
点
を
絞
っ
て
の
考
察
な
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と

に
し
た
い
。

稲
賀
敬
二
編
著
『
論
考
平
安
王
朝
の
文
学
一
条
朝
の
前
と
後
』
新
典
社
、
平
成
一

O
年
一
一
月
。

綿
抜
豊
昭
『
近
世
前
期
猪
苗
代
家
の
研
究
』
新
典
社
、
平
成
一

O
年
四
月
。

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
徳
川
実
紀
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
一
年
四
月
。
私
に
句
点
を
読
点
に
改
め
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。

同
3
0 注

2 3 4 5 

高
橋
隆
三
編
『
実
隆
公
記
』
巻
五
上
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
二
二
年
一
二
月
第
一
刷
。
昭
和
五
五

年
五
月
第
三
刷
。

後
記

本
稿
を
ま
と
め
る
に
際
し
、
諸
図
書
館
・
諸
文
庫
よ
り
格
別
な
ご
配
慮
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。

記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

『
藤
原
長
能
集
』
の
諸
本
と
伝
来

ー
東
京
大
学
蔵
本
を
中
心
と
し
て
」
l

九



The Books and the Introduction of the Complete 、市orksby Fujiwara Nagato 

Around the books owned by the University of Tokyo 

Kazuyoshi MATSUBARA 

The complete works by Fujiwara Nagato are composed of the arranged books and of the unarranged books. It is said that the 

later is chosen by Fujiwara Nagato himself， and that the former is selected by others. Recently， the book owned by the University 

of Tokyo that is considered to be chosen by Fujiwara Nagato has been reprinted. In this essay， according to this book， we wiU 

rearrange the complete works of Fujiw制 Nagato，and will comment on the process of the introduction and of the formation. 

We will have to treat of the books selected by others in another essay. 
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